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コンピュータを用いた協調学習支援(CSC:L)研 究の動向と今後の課題

中 原 山早、
ぞ

【要 旨 】

本論文では、近年、認知科学や教育工学等 の研究領域 において注 目されているCSCL(コ ンピュータを用いた協調

学習支援:C㎝puterSupμ 疽edCollabo面veLe血g)研 究の理論 的背景、先行研究 を概観 し、今後の研 究の焦点 を以

下の2つ の視点 に基づいて述 べる。CSCL環 境 においては、複数の学習者が コ ンピュータを利用 して コミュニケー

シ ョンを営みつつ、相互 に知識 を構築 し、共有する ことができる。今後のCSCL研 究 の焦点 としては、第一 にCSCL

とWebやTVと い った既存の学習 コンテ ンツの効果的な連携方法 に関する研究があ り、第二に対面状況下における学

習者たちの直接的 なコミュニケーシ ョンを支援するCSCLの 開発 がある。

1.背 景

近 年、我 が 国 の教育 現場 で は カ リキ ュラ ム改革 が進 行 して い る。初 等 ・中等 教 育の カリキ ュ ラム改革 の

目玉 で ある 「総合 的 な学習 の 時 間」で は、 従 来の教 科 の仕 切 りが緩 和 され、学 習 者が探 究 活動 な どの問 題

解 決 型 の学 習 に主 体 的かつ 創 造的 に取 り組 む ことが 目指 され てお り、 グル ープ学 習や 異年 齢集 団 に よる協

同 的 な学 習 な どの多様 な学 習形 態 を教 育 現 場 で具 体化 す る こ とが期 待 され て い る(文部 省1998)。 また、

高等教 育 に おい て も、 この傾 向 は同様 で あ り、従 来 の一斉 講義 の授 業 形態 が見 直 され 、あ る課 題 を学習 者

間 で共有 し、 協 同的 に取 り組 む こ とをめ ざす プ ロ ジェ ク ト形式 の授 業 が各 地 の大 学で試 行 されて いる(松

岡2000、 大 島1998)。

この ように今後 の我 が 国の教 育 現場 にお い て は、学 習者 が様 々 な他 者 と対 話や議 論 を行 い つつ、 問題 解

決 を行 うよ うな学 習 の形 態が 重 要視 され る ことが予 想 され 、CSCL(コ ン ピュ ー タを用 いた協 調 学習 支援:

ComputerSuppor駝dCollabor飢iveLeaming)は 、 そ う した学 習形 態 を支援 す る環 境 と して、 注 目 され てい る。

本研 究の 目的 は、CSCL研 究の 理論 背景 、先行 研 究 を概観 し、今 後 の研 究 の焦 点 を述べ る こと にある。

2.cSCLの 理諭背景 一状況的認知アプローチとcSCL

CSCLは 状 況 的認 知 ア プ ロー チ と総称 され る認 知科 学 の研 究知 見 と、 近 年 の情 報技 術 の発 展 とが交 差 し

創 発 した学 際的研 究領 域 であ る 。以 下 、CSCLの 理 論 的 背景 をなす状 況 的 認知 ア プロ ーチ を概観 す る。 状

況 的認知 ア プ ローチ は、1980年 代 後半 、認 知 科学 にお ける 「静か な る革命 」 とと もに登場 した。 コン ピュ

ー タ を人 間 の メ タフ ァと して
、人 間 の認知 過 程 を実証 的 に研 究す る とい う 「情 報処 理 アプ ローチ」 が支 配

的 だ った認 知 科学 に、そ れ まで の研 究 アプ ロー チ とは一線 を画す研 究 潮流 が 生 まれ た。情 報処 理 ア プロー

チ は、人 間 の学習 を、個人 の 「頭 」 の 中へ の 知識 の蓄 積 と見 な し、 その知 識 の蓄 積 ・検索 ・利 用 に、 人間

の有 能 さは支 え られ てい る と した。 しか し、 状況 的認 知 ア プロ ーチ は、 この 情報 処理 的 ア プロ ーチの セ ン

トラル ドグマ(Cen廿alDogma)に 異 を とな え る。 その アプ ロー チ に よれば 、人 間 の学 習 とは、個 人 の 「頭 」

の 中 に知 識 を蓄積 す る とい う こ とだけで な く、 人 間が周 囲 の道具 や他 者 か らな る社会 認知 シス テム と協 調

す る こ とで 、達 成 され る もので あ る とす る(高 木1996)。 以 下 、学 習 に関 す る状 況 的認 知 ア プロ ーチの

研 究知見 か ら、本 論文 で はLave&Wengerら に よる状 況的 学習 論(SituatedLeamingThooW)の 知 見 に注 目

す る。

Lave&Wenge面993)は リベ リ アの仕 立 て屋 にお け る徒弟 的学 習 を対 象 と した フ ィール ドワ ー クを通 し

て 「学 習」 とい う概 念 の 再構 築 を行 った 。 彼 らの 提 唱 した 「正 統 的 周 辺 参 加 論(LegitimatePeripheral

P飢icipation)」 に よれ ば、 あ る実践 の共 同体 にお いて社 会 的 に意 味が あ る と見 な され てい る活 動 に学 習者
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自身が参 加(pa抗iclpation)す る こ とこそが 学習 に他 な らな い。つ ま り、 共 同体 内で の他者 と社 会 的 な関係

を維 持 し、共 同体 の提 供 す る様 々 なア ーテ ィフ ァク トと協 調 しつ つ 、最初 は共 同体へ の 「周辺 的 参加 」 を

行 い、次 第 に共 同体 内 で認 め られ る こと に よって、 よ り 「十全 的 な参 加」 に至 る学習 者 の軌跡 を学習 と見

なす 。

Sfard(1998)は 、従 来 の 情報 処 理 アプ ロ ーチ に よる学 習論 と、状 況 的 学 習論 を メ タ フ ァを用 い、 前 者 を

「獲得 メ タフ ァ(AcquisitionMetaphor:AM)」 、後 者 を 「参 加 メ タ フ ァ(P飢idpationMetaphor:PM)」 と し

て位 置づ け てい る。従 来 の ア プロー チ に基づ く 「獲得 メ タフ ァ」 の学 習観 は、学 習 を 「知 識 の獲 得」 と把

握 し、知 識 を個 人 が 「所 有」 すべ き もの と され てい た。 ここにお い て、学 習 者 たる子 ど もは 「同 じ知 識 で

満 た され る容 器」 の ような もの とされ、教 師は 「すべ ての知識 の源」 と された。 しか し、 「参 加 メ タ フ ァ」

の学 習観 は 、 この 「獲 得 メ タフ ァ」 の学 習観 に異 を唱 える。 このメ タフ ァにお いて は、 学習 とは 「共 同体

へ の参加 」 と して把握 され 、知識 とは 「共 同体 にお け る実践 や談 話 の形 式 や活動 」 に他 な らず、 子 どもは

「協 同的 で はあ るが独 立 した個 人」 であ り、教 師は 「知 的 リソ ースへ の ア クセ ス ビ リテ ィを確 保 す る もの」

あ るい は 「共 同体 内 におけ る先達 」 と把握 され てい る。

参 加 と しての学 習 論 の展 開は 、個 人 の概 念 や知 識構 造 の再構 築 を主 目的 に考 案 され た従 来 の教 育 プログ

ラム とは異 な った数 々 の教 育 実践 を生 み だ してい る。 た とえば、Brown&Compione(1994)は 、学 習 者が 集

う教 室 を 「CommunityofLearner(学 習 者 共 同体)」 と見 な し、 学 習 者 た ちが 、 「相 互 教 授(Reciprocal

Teaching)(Palincser&Brownl984)」 を利 用 して 、他 の学 習者 た ち と共 同研 究 を行 い つつ 、彼 らの研 究

の結 果獲 得 した 専 門的 知識 を共 有す る こと を目的 とす る研 究 プロ ジ ェク トを行 って い る。 また学 習 の概念

をめ ぐる研 究潮 流 に呼応 して、 近年 の 学習 とテ ク ノ ロジー に関 す る研 究領域 におい て も硬 究の 方向性 に転

換 が見 られ るよ うに なっ て きた。従 来 の研 究で は、 学習 を個 人 の頭 の 中へ の知識 蓄 積 とみ な し、そ れへ の

知識 伝 達 をテ ク ノロ ジー を用 いて支 援 す る とい う研 究 が多 か った。 しか し、現在 はむ しろ、複 数の 学習 者

同士 の議論 や談 話 や協 同作 業、 つ ま り他 者 との相互 作 用 を媒 介 と して 達成 され る協 同 的 な問題解 決 を支援

する テ クノ ロジ ーの あ り方 を模 索 す る こ とに研 究 の方 向性 が転 換 してい る(Scardamalia&Beleiterl996)。

そ して、 そ のひ とつ の可能 性 がCSCLで ある。CSCLを 利 用 した学習 にお いて は、専 門的知 識 を個人 の頭 の

中 に蓄 積 す る こ とだ けが 目指 されて い るので は な く、 む しろ学 習者 同士が 知識 を他 の 学習 者 と構築 し共有

して い くことが 目的 となっ てお り、 コ ン ピュー タテ ク ノロ ジー を利 用 し、そ う した学 習者 が集 う場 、 す な

わ ち、学 習者共 同体 をい か に して構 築 で きるか が研 究 の焦点 に な って い る。

3.CSCLの 先行研究

CSCL研 究 に は 、 こ れ ま で に 北 米 を 中 心 に多 く の 先 行 研 究 が あ る(Hall,Miyake&Enyedyl997・

Koshmannl994)。 本 論 文 で は 、 以 下 、 数 あ るCSCLの 中 か らCSILE、CoVis、SenseMakerな ど の 代 表 的 な

研 究 事 例 を 取 り上 げ て 概 観 す る 。 そ の あ と で 、 筆 者 が これ ま で 研 究 ・開 発 に か か わ っ たTeacherEpisode

Tank、rTableに つ い て 概 観 す る。

3.1.CSILE

CSILE(ComputerSupportedIntentiona韮LeamingEnvironment)と よば れ る研 究 プ ロジ ェク トで は、子 ど も

た ち同士 が 、 自 ら疑 問 に思 う こ とや 自分 の考 え を外 化 しあい 、協 同 的 に探 求 しあい なが ら、協 同の デー タ

ベ ース をつ く りあげ てい くこ とが 目的 とされて い る。 教 師や専 門家 か ら伝 達 された知 識 を個 人 の 「頭 」 の

中 に蓄 積 す る だ け で は な く、 子 ど もた ち に よる 「知 識 を構 築 して い く共 同体(Knowledge-Building

Community)」 の構 築 をめ ざ して い るの であ る(Scardamada&Bereiter1996・Sca頚damaria,Bereiter&Lamon

19?4)。CSILEは 、 当初 、 イ ン トラネ ッ トで使 用 で きる専用 デ ー タベ ー ス ソ フ トウェ ア を使 用 してい たが 、

近 年 は イ ン タ ー ネ ッ トに対 応 した 第2世 代 の 「KnowledgeForum」 が使 用 され て い る(図1参 照)。

KnowledgeForumで は 、学 習者 が 、 問題 の 同定 、仮 説 の 設定 、何 を知 る必要 が あ るか を明示 す る な どの、

あ る一定 の認 知 的枠 組 み にそ って、共 有 の会議 室 上 で、他 の学 習 者 の意見 に コメ ン トをお こな った り、関
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図1KnowledgeForumの イ ン タ フ ェ ー ス1)

連 す る書 き込 み同士 を リンクす る な どの活動 に従 事 しなが ら、理 解 を深 め る こ とが で きる よ うに なって い

る。

図1は 、 あ る公 立 小 学校 を フィ ール ドと してKnowledgeForumの 研 究 をお こ なっ てい る村 山 ・大 島 ・大

島 ・稲 垣 ・中 山 ・山 口 ・竹 中(2000)の 事例 で あ る。村 山 らは、 ろ うそ く(燃 焼)の 問 題 を取 り上 げ、 そ

れ を協 同的 に探 求 す るCSCLプ ロジ ェ ク トを組 織 し、 成果 をあ げ てい る。

3.2.CoVls

CoVls(TheLearnlngThorught

CollaboratlveVlsuallzatlonPro』ect)と よ ば

れ るCSCLプ ロ ジ ェ ク トで は 、 従 来 の 科

学 教 育 が 個 人 の 概 念 構 造 の 変 化 や 知 識 蓄

積 を 目的 に して い た こ と を 反 省 し、 科 学

者 の 研 究 コ ミ ュ ニ テ ィ と 同 じ よ う な ツ ー

ル を用 い 、 学 習 者 が 協 同 的 に 知 識 を 構 築

で き るCSCL環 境 を つ く り あ げ た 。

CoVlsが 使 用 し て い る 「CoVls

CollaboratoryNotebook」 と よばれ る専 用

の ソ フ トウェ ア は、学 習者 が協 同 的 な探

求 活動 を行 お う とす る際 に、 そ れ を支 援

す る道具 だ て と して 開発 された マ ル チメ

デ ィア型 デ ー タベ ー ス ソフ トウ ェアで あ

る(図2参 照)。CoVlsCollaboratory

Notebookを 使 用 す る こ とで、 学 習者 は高

校 生 ・教 師 ・科 学 者 か らな る 「分 散 した

図2CoVlsの イ ン タフ ェ ー ス2)
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コ ミニ ュ テ ィ(DistributedCommunity)」 内 での 、 「プ ロジ ェ ク トに基 づ く学 習(Pr(オect-basedLeaming)」 に

従事 す る こ とが で きる(Edelson,ONeill,Gomez,andD'Amico1995・Peal998)。 具 体 的 には、学 習 者 は

プロ ジ ェ ク トの中 で の 自 らの科 学 的探 求 をNoteBookに 反映 し、 また他 の学 習者 のペ ー ジ 同士 を リ ンク し

た り参 照 した りす る こ とで 、協 同的 に科 学 的探 求 を行 う こ とが で きる。例 えば、 学 習者 が ノー トを執 筆す

る際 には、 質 問 ・推 測 ・証拠 ・反証 等 の カテ ゴ リー(ア イ コン)を 自分 の ノー トに付 与 す る こ とで、 他 の

学 習者 が これ を助 け にノ ー トを参照 した り、適切 な コメ ン トを新 た に付 与 した りす る こ とが で きる機 能 が

実 装 され てお り、 この機 能 に よ って よ り円滑 で意 味 のあ る相 互作 用 を営 む こ とが で きる。

3.3.SenseMaker

SenseMaker(Belll997)}ま 、 学 習 者 同 士 が 自 ら の 科 学 的 探 求 の 結 果 を ア イ コ ン と グ ル ー ピ ン グ枠 を 用 い て

空 間 的 か つ カ テ ゴ リ ー 別 に わ け て 表 現 し、こ れ を 学 習 者 同 士 で 共 有 す る こ と が で き る ソ フ トウ ェ ア で あ り、

KIE(KnowledgeInIegrationEnvironment)プ ロ ジ ェ ク トで 使 用 さ れ た学 習 の ツ ー ル の ひ と つ で あ る(図3参 照)。
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図3.SenseMakerの イ ン タ フ ェ ー ス3)

KIEプ ロ ジェ ク トは、 それ を探 求 す る こ とが 社 会 的 に意 味 の あ る と思 われ るい くつ かの 課題 の 中 か ら、

学 習者 自身が興 味 を もっ た課題 を選択 し、 それ に関 して 日常 生 活 での経 験 や様 々 な メデ ィア に よる探 求 を

もとに 自 らの考 え を構 築 し、 それ を他者 の 意見 と共 有 した り、比較 した りす る こ とで協 同 的 に問題解 決 を

行 うこ とを 目的 とす る プロ ジ ェク トであ る。SenseMakerを 用 いる ことに よって、学 習者 た ち は 自らの思 考

過 程 を可視 化 し、他 の学 習者 の異 な った考 え との比 較 ・参 照 ・位 置づ け を行 うこ とが で きる。 つ ま り、特

定 の トピ ック に関す る 自分 の知識 や科 学 的根拠 をSenseMaker上 で グ ラ フ ィカル に可 視化 し、他 者 の考 え と

比 較 した り、 他者 の視 点 を参 照す る こ とで 、協 同的 な探 求 が可 能 に なる。

3.4.TeacherEpisodeTank

TeacherEpisodeTankは 、教 師 た ちが 互 い に 自らの実践 を開示 しあい 、 その相互 作 用 を通 して、 実践 に対

す る内 省 を深 め る こ とを支援 す るCSCL環 境 と して 開発 され た(中 原 ・西 森 ・杉 本 ・堀 田 ・永 岡2000)。

近 年の教 師研 究 は、教 師が 自分 自身の実 践 を自 らの認識 の枠 組 み を用 い て対 象化 し外化 す る こ とで 、そ れ

を他 者 と共 有 し、 そ う した 営 み の 中 で 内省 を深 め る こ とで授 業 改 善 を は か る こ と を 目 指 して お り、

TeacherEpisodeTankは 、 ネ ッ トワーク上 にそ う した場 を提 供 す る こ とを目的 と してい た。教 師 を学 習者 と
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し て 想 定 し たCSCLは 、TAPPEDIN(Schlager&Schanklgg7)やTeachlngTeieApprennceshlps(Levln,

Waugh,Brown,&Cl1丘1994)、Merseth(1991)な ど が あ る が 、 教 師 の 内 省 を深 め る こ と を 目的 と して プ ロ ジ

ェ ク トを 組 織 し た り、 ツ ー ル を開 発 したCSCLは もの は 、 これ まで な か っ た 。
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図4TeacherEplsodeTankの イ ンタ フ ェー ス

TeacherEpIsodeTankは 主 に2つ の イ ンタ フェー スか らなる(図4参 照)。 第 一の イ ン タフ ェース は、 ジ ャ

ーナル とよば れる メ ッセー ジ をや りと りす る ため のジ ャーナ ルウ ィン ドウであ る。第 二 の イ ンタ フェー ス

は、 ジ ャーナ ル ウ ィン ドウ上 での相 互作 用 を蓄積 し、主 題 間 を関係づ ける こ とで内省 を導 くため の リ フ レ

ク シ ョン ボ ー ドで あ る。 ユ ー ザ ー は こ れ ら2つ の イ ン タ フ ェ ー ス の ウ ィ ン ドウ を交 互 に切 りか え て 、

TeacherEplsodeTankを 使 用 す る。各 イ ン タフ ェース の ウ ィン ドウは一 つず つ用 意 され てい る。

ジャーナ ル ウ ィ ン ドウ は、教 師が 自 らの 実践 を他 の メ ンバ ーに向 け て語 っ た り、他 の教 師の実践 に コメ

ン トを付 記 す る な どの相 互 作用 が営 まれ る、 いわ ば公 的 なイ ン タフェ ース で ある。相 互 作用 は トピ ックご

とにス レッ ドが 設 け られ時 間軸 に そっ て表示 され る。

リフ レク シ ョンボ ー ドは ジ ャーナル ウィ ン ドウ上の相 互 作用 や、 そ こか ら学 習者個 人 が思 考 した こ とを

ア イコ ンや リ ンクな どの表 象 を用 いて 可視 化 す るイ ン タフ ェース であ り、 このイ ン タフ ェース を利用 して

教 師 は、 この プ ロジ ェ ク ト全 体で交 わ された ジ ャー ナル 同士 を互 い に関係 づ けた りす る こ とで 自 らの教 育

実践 を内省 す る こ とが 求 め られ る。 リフ レク シ ョンボ ー ドの アイ コ ンと リ ンクには、 そ れぞ れ発言 の枠

組 み をあ らわす 「タグ」が 設 け られ てい る。 この よう な作 業 を通 して 学習 者個 人 が内省 を行 う こ とを目的

と した イ ン タフェ ース は前 述 のTAPPEDINやTeachlngTeleApprennceshlpsな どの既存 の 教 師 を対 象 と した

CSCLで は実装 されて お らず、 本 シス テ ムの特 徴 とな って い る。

35.rTaUe

rTable「 役 割」 とい うコ ンセ プ トの も とに 開発 され たCSCLソ フ トウェ アで あ り、 主 に ヴ ァーチ ャルユ

ニ ヴ ァー シテ ィ(V1伽alUnlverslty:仮 想 大 学)に お け るゼ ミナ ール形 式 の授 業 を支 援 す る こ とを 目的 と

してい る(中 原 ・西森 ・杉 本 ・浦 島 ・永 岡2000)。 役 割 とい うコ ンセ プ トは 、Pallncsar&Brown(1986)の

相 互教授(Reclpr㏄alTeachlng)1こ 発 想 を得 た もので あ る。相 互教授 とは 、あ る文 章課題 につ いて学 習者 が相

互 に要 約、 質問 、明確 化 、予 測 等 の役 割 を受 け持 ち、 その役 割 の も とに交互 に対 話 を繰 り返 し、 理解 を相

互 に促 進 させ る こと を 目的 と した学 習法 で あ る。 この学 習法 は、役割 を用 いて交 互 に議論 を行 うとい う明
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確 な ルー ル に基 づ い て学 習 が進行 す るため 、学 習者 た ちが 互い の思考 過 程 をモ ニ タ リン グ しあ い、相 互 に

フ ィー ドバ ック を行 うこ とが可 能 に な り、 そ うで あるが 故 に学 習者 の理 解 が促 進 され る とされ てい る。 そ

の効 果 は実 験室 の統 制状 況 のみ な らず、 一般 の教 室 や標 準 的 な理解 達成 度 テス トにおい て も永 続性 が 認 め

られ てい る。

iナ ビゲーシ,ンバー1 囲

'・ 、・f'{詩'・ ・ く 黙 ・㌔ト'▼'、 、

'""r」'「 「

ニム1;引;
:・融 し;

ゆ

な晒;吸"…

竃・コ'『『『-『『'・≒:c't'監rちシ
ーA餐 τ 茂由尽1τ'

アマわ

」{四 」 りllllS:

βf

;噸町 制 勲..か τ..、三

ゼ鰹 蜀 汚

『 Ψ 」
幽侮8

1講 鯛顧 賜rコ:==
L呪肌 冨▼.≒ ・

・・晒 説

翫 ・榊 …:榊;・ 罵幽

す.i曝

こ読 コ襲、

層1整"

噌

野
粥

灘

…覇

・・灘
…灘

　

融
囲

1・発言入力ボックス1

國
囲

國

図5.rTableの イ ン タ フ ェ ー ス

相 互教授 は、文 章読 解 の学 習 に適 用 された学 習法 で あ るが 、学 習者 同士 の相 互作 用 を活性 化 させ る デザ

イ ン と して も注 目で きる。つ ま り、 もし学 習者 がエ キ スパ ー トの レヴェ ル に達 してい な くて も、相 互教 授

の手続 きは彼 らに何 らか の反応 を迫 り、 これ に対 して 学習 者 は反応 せ ざる を得 ない。 そ してそ れ故 に、 学

習者 た ちは相 互 の コ ンピテ ンス を評 価 す る機会 を得 る こ とが で き、 それ に対 し適切 なフ ィー ドバ ックを得

る こ とが で きる(Palincsar&Brown1986)。

rTableに お い て は、 相 互作 用 の 進行 を コ ン トロ ール し、議 論 を方 向付 け てい く役 割 を担 う 「司 会 者 」、

学習 者 た ちが取 り組 むべ き議論 の トピ ック を設 定 す る 「提 案 者」、提 案 者 の発 した問 い に対 して最初 に コ

メ ン トを行 う 「質 問者 」、 学 習者 た ちの相 互 作 用 をボ ー ド上 に可 視 化す る 「要 約者 」 の4つ の役 割 が設 定

され、 シス テ ムか ら学 習 者 に対 して ラ ン ダムで付 与 され る。学 習 者 は こ の4つ の 役割 を交代 で担 い つ つ、

議論 を通 した問題 解決 を協 同 で行 う。

rTableに は、4名 以上 の 学習 者 た ちが 参 加す る こ とが で きる。サ ーバ ーへ の ログ イ ンを完 了す る と、 図5

の よ うな イ ンター フェー ス画 面 に切 り替 わ り、左上 段 か ら左 下段 に向 け て役割 の交 代 な どを学 習者 に知 ら

せ るナ ビゲ ー シ ョンバ ー、実 際 の発 言 が流 れ る会話 履 歴表 示部 分 、学 習者 が発 言 を行 う発 言入 力 ボ ックス

が表 示 され る。

図5の 中 央 部 に は、要 約 者がrTable上 で展 開 され る相 互 作 用 の 中か ら重 要 な発 言 を抽 出 し可 視化 す る こ

との で きる 「要約 ボ ー ド」 が あ る。要 約 ボー ドはすべ て の ク ライア ン トア プ リケー シ ョンに 同期 して表 示

され る。 学習 者 は、 要約 者 に よって構成 され た この ボー ドを見 る こ とに よって、現 在 の議論 の流 れ が一 目

で把握 可 能で あ る。
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4.今 後の研究の焦点

以 上 、 い くつか の既存 のCSCL研 究 を概 観 して きた。4節 で は、今 後 のCSCL研 究 の焦 点 を2つ の視点 か

ら考 察す るこ とを 目的 とす る 。

4.1.学 習 コ ン テ ン ツ と連 動 し たCSCLの 運 用 方 法 に対 す る研 究

CSCL研 究 の今後 の焦 点 と して は、 第一 にCSCLと 既存 の学 習 コ ンテ ンツ をいか に連動 させ るか とい う問

題 が あ る。 近 年 のCSCL研 究 で は 、WebやTV番 組 な ど既 存 の学 習 コンテ ンツ と連動 した か たち でCSCLを

立 ち上 げ、学 習 を促 進す る こ との重 要性 が主 張 され る ように なって きた 。

これ まで のCSCL研 究で はCSCLを 学 習 コ ンテ ン ツか ら切 り離 した学 習 のた めの イ ン フラス トラクチ ャ と

見 な し、 そ の イ ン タフェ ース や デザ イ ンに対 して研 究 が な され て きた 。具 体 的 にい うな らば、 そのCSCL

シ ステ ムが使 わ れ る状 況 をあ ま り考 慮 せず 、 ユ ーザ イ ン タフェ ース や機 能 を実装 し、 そ れ を検 証 す る とい

う傾 向が 強 か った 。 その結 果 と して、 どの よ うな学 習 リソー スの 中 に ツール の使用 を埋 め込 むべ きか とい

っ た ような問 題へ の研究 へ の焦 点化 が立 ち後 れて いた ので あ る。

しか し、最 近 の研 究 で は、 た とえ ばWebやTVな どに展 開 され た学 習 コ ンテ ン ッ とCSCLシ ス テ ム を どの

ように連 動 させ、 あ るい は、既 存 の学 習 コ ンテ ン ツ とツール を用 い た協 調 学習 を試 行 す るべ きか とい った

よ うな 問題が研 究 者 の主 要 な関心 に上 ってお り、 そ うした志 向性 を もっ た研 究が い くつ か生 み出 され る に

至 ってい る。

4.1.1.テ レ ビ と連 動 したCSCL・ た っ た ひ と っ の 地 球 ク ラ ブ

「た っ たひ とつ の地球 ク ラブ」 は 、NHK環 境 教 育番 組 「たっ た ひ とつ の地 球」 とい う学 習 コ ンテ ン ツを コ

ア に した学 校 間共 同学 習支 援 サ イ トで あ り、CSCLツ ール と学 習 コ ンテ ン ツの連携 を 目的 と した先 駆 的研

究 と して注 目 され る。

「た った ひ とつ の 地球 ク ラブ」 の サイ トは、番 組 に対す る感 想 を述 べ あ う 「クラ ブ 日記」 と、共 同学 習

を行 う 「地 球 だい じょうぶ」、共 同 学 習の 成果 を紹介 しあ う 「ク ラ ブ新 聞 」 の3つ のサ ブサ イ トか ら構 成

されて い る。 このサ イ トには 、学校 間の協 調 学習 を成功 させ るた め、 参加 す る学校 の プ ロ フ ィー ル を紹 介

した り、 そ れぞ れの学校 が 学習 の予 定 を書 き込 む た めのス ケ ジュ ー ラー な ども実 装iされ てい る。

現 在、 このサ イ トで学習 を行 って いる学 校 は、12校 にお よび、各 参加 ク ラスで行 われ てい る環境 教育 の

実践 をベ ー ス と して 、共 同学習 を行 える よ うにな っ てい る(稲 垣2000)。

4.2.対 面 状 況 の 学 習 者 を支 援 す る イ ン タ フ ェー スの 開発

CSCL研 究の 今後 の 焦点 と して第 二 に取 り上 げ られ るの は、対 面状 況 下 の学 習 者 を支援 す るイ ン タフ ェ

ー スの 開発 で あ る。 これ まで の 多 くのCSCLシ ス テ ム は、 た とえ ば電子 掲 示板 や メール シ ステ ム な どの よ

うに、 ネ ッ トワー ク上 の コ ミュニ ケー シ ョンを支 援 す るイ ンタ フェー ス を実装 して い た。 しか し、近 年、'

これ とは全 く違 った イ ン タフ ェー スの 開発 が 一部 の研 究 者 に よ って、 志 向 され は じめ てい る。 す な わち、

対 面 状況 下 にい る複数 の学 習 者同 士 の直接 的 な コ ミュニ ケ ーシ ョンを支援 す る イ ンタ フェー スの 開発 が行

わ れ始 め てい る。 この背景 に は、 ネ ッ トワー ク上 で の コ ミュニ ケ ー シ ョン を支援 す るCSCL研 究 に行 き詰

ま りが生 じて きてい る こ とを指 摘 で きる。 た とえば、Kusunoki&Hashizume(1999)に よれ ば 、CSCLの 主 な

目的は学 習者 同士 の イ ン タラ クシ ョン とデ ィス カ ッシ ョンに よる相 互学 習(MutualLeaming)を 促 進 す る

こ とにあ るが 、 ネ ッ トワー ク上 で コ ミュニ ケ ー シ ョンを行 うCSCLで は、 学 習 内容 に対 す る熱 中 の度合 い

(Engagement)を 促 進 す る ことは 困難 であ る とい う。

4.2.1.対 面 状 況 下 で の ボ ー ドゲ ー ム を も とに したCSCL

Kus㎜oki&Hashizume(1999)ら の開発 したCSCLは 、 ボ ー ドゲー ム とコ ン ピュー タシ ュ ミ レー シ ョンを融

合 させ た シス テムで あ る。 この シ ステ ムで は、対 面 状況 下で 複数 の 学習 者が コ ミュニ ケ ーシ ョンや議 論 を
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営 み なが ら、 ボ ー ドゲ ーム を行 う。 ゲ ー ム の 内容 は 、都 市 開発 と環境 教 育 にか か わ る 内容 で 、 「家 」 や

「工場 」 や 「木」 な どの人 工 物 を どの よ うに配 置 して都 市 を構成 した らよい か を、複 数 の学 習 者で議 論 を

行 い なが ら決 定す るとい うもので あ る(図6参 照)。

灘熱 蝋

麟

ガ駕 .鍵

　　ご
.譜3{甑"=

一 繍齢il
巌購

蕊翻
図6.都 市計画 と環境 問題 を学ぶためのボー ドゲームに取 り組んでいる様子 の

具 体的 な学 習 の様子 は、以 下 の よう なプ ロセス を経 る 。 まず第 一 に、 ボ ー ドに付 属 す る各種 の オ ブジ ェ

ク ト(例 えば、川 や 山 とい った ような 自然 地形 を表現 す る オブ ジ ェク ト)を 用い て、 学習 者 た ちは議論 を

行 いつつ 自分 の住 んでい る街 の様 子 を再現 す る。 第二 に 、ボ ー ドに付 属 す るシナ リオ カー ドとよば れる カ

ー ドをひ き、そ こ に書 い てあ る命令 に従 って、学習 者 同士 で デ ィス カ ッシ ョン を しな が ら、各種 の 「コマ」

をボー ド上 に配置 す る。 コマ の種 類 は 「家 」 「工場 」 「木」 の3種 類 であ る。 ボ ー ド上 に学 習者 が コマ を配

置す る と、 コ ン ピュー タは ボ ー ド上 に構 築 され た街 の環境 の シュ ミ レー シ ョンを行 い、 その 時点 にお け る

汚染 の程 度 な どを学 習者 に知 らせ る。

4.2.2。 「未 来 の黒 板 と ノ ー ト」 シ ス テ ム

未 来 の黒 板 とノ ー トシス テ ム(山 内 ・須永 ・永 井 ・田 口2000)は 、 「コ ミュニ ケ ー シ ョンボ ー ド=未

来 の黒板 」 と 「パ ー ソナル ボ ー ド=未 来 の ノー ト」 を組 み合 わせ た学 習環 境 であ り、対 面 状況 下 にお け る

学習 者 同士 のデ ィス カ ッシ ョンを支援 す るCSCLで あ る。

図7.コ ミュニ ケ ー シ ョンボ ー ドを使 用 す る様 子5)(左 図) 図8.ボ ー ドの イ ン タ フ ェー ス5)(右 図)
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この シス テ ムは、個 人 での 活動 を支援 す るシス テ ム 「パ ー ソナ ルボ ー ド」 と集 団で の活動 を支援 す る シ

ス テム 「コ ミュニ ケ ーシ ョンボー ド」の2つ のハ ー ドウェ アか ら構 成 されて い る。パ ー ソナル ボ ー ドには、

ペ ン入 力専 用 型 ノー トPCに 無線LANシ ス テ ム を組 み 合 わせ た ハ ー ドウ ェ ア を利 用 してい.る。 コ ミュニ ケ

ー シ ョンボ ー ドに は
、50イ ンチ の大 型 ス ク リー ン にペ ン入 力装i置を取 り付 け た もの とPCを 組み 合 わせ た

ハ ー ドウ ェア を用 い てい る(図7参 照)。

それ ぞれ の ボー ドの イ ンタ フェース は 、思考 や コ ミュ ニケ ー シ ョン支援 の ため の半透 明 の トレー シ ング

ペ ーパ ー状 の7層 の レイヤー か ら構 成 されて い る。 これ に よって学 習者 は別 の レイヤ ー にあ る他 者 の表現

な どを 「認知 的資 源」 と して 参照 しなが ら、思 考 を可視 化 した り、 新 しい表 現 を上 に書 き加 えてい くこ と

が で きる(図8参 照)。

実 際 の学習 活動 は、 以 下の ように行 わ れる 。学 習者 は まずパ ー ソナ ル ボー ド上 で、 トレー シ ングペ ーパ
ー機 能 を使 って ア イデ アを練 り

、結 果 を無線LAN経 由で コ ミュニ ケ ーシ ョンボー ドに転 送 す る。次 に、3

人 か ら5人 の学習 者が 、パ ー ソナル ボー ドで練 った表現 を出 し合い 、レイヤ ー を使 っ て情 報 を重ね なが ら、

集 団で新 しい表現 を作 り出す 。

なお、 コ ミュニ ケ ーシ ョンボー ド上 で作 業 した 内容 は、無 線LANを 経 由 して もう一度 パ ー ソナル ボ ー ド

上 に転送 す る こ とがで き、集 団で練 り上 げた表 現 を も う一度 個 人ベ ー スの表 現 活動 に戻 す こ とがで きる よ

うにな って い る。

CSCLと しての 「未 来 の黒板 とノー ト」 シス テ ム は、 各 人 の ノー トを比較 ・参照 しなが ら、学 習者 同士

が グル ー プデ ィス カ ッシ ョン を営 む こ とを支援 す る。 ここで、 支援 され るコ ミュ ニケ ー シ ョ ンとは、 ネ ッ

トウー ク に媒 介 され た コ ミュニ ケー シ ョンで は な く、対 面状 況 下 にお け る学 習 者 同士 の コ ミュニ ケー シ ョ

ンであ る。

5.ま とめ

以 上、 本論 文 は、CSCL(コ ン ピュー タ を用 い た協 調 学習 支援:ComputerSuppo鵬dCollaborativeLeaming)

研 究の理 論 的背景 、研 究動 向 を概 観 し、今後 の この領域 の研 究 の焦 点 を2つ の視 点 に基 づい て述べ た。

1990年 代 か ら本 格化 したCSCL研 究 は、 当初 、 ネ ッ トワ ー クに媒 介 され た学 習者 同士 の コ ミュニ ケ ー シ

ョンを支 援 す るツ ール を開発 す る傾向 が 強か った が、 近年 で は、 第一 に既 存 の学習 コ ンテ ンツ と連 動 した

CSCLの 運用 法 に濁 す る研 究が 模索 され てい る。 第二 に、 これ までCSCLと 言 えば、 ネ ッ トワー クに媒介 さ

れ た学習 者 同士 の コ ミュニケ ー シ ョン を支援 す る ことが 目的 とされて い たが、 最近 で は対 面状 況下 に あ る

複数 の学 習者 同士 の直接 的な コ ミュニ ケ ーシ ョンを支援 す る イ ンタフ ェース の開発 が 進 め られて い る。

【付 記 】

1)図 版 の 転載 に 関 して は 、大 島 氏(静 岡大 学)の 許可 をい た だ い た。 この場 を借 りて 、感 謝 の 意 を表 し ます 。

2)図 版 の 転 載 は 、QuickGuidetotheCoVisCollaboratoryNotebook(onhttp:〃www.covis.nwu.edu1)か ら で あ

る 。

3)函 版 の 転 載 は 、Pr㏄eedingsofCSCL'99に 掲 載 さ れ た(BELL、1999)か らで あ る。

4)図 版 の 転 載 に 関 して は 、 楠 氏(多 摩 美 術 大 学)の 許 可 を い た だ い た 。 こ の 場 を 借 り て 、 感 謝 の 意 を 表

し ま す 。

5)図 版 の 転 載 に 関 して は 、 山 内 氏(東 京 大 学)の 許 可 を い た だ い た 。 こ の 場 を借 りて 、 感 謝 の 意 を表 し

ま す 。
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TrendandTaskof(CSC:L)ComputerSupported

Co皿abora廿veLeamingResea㏄h

NAKAHARA,Jun

Inthisalticle,theresea1℃htheoreticalbackground,pdorresearchandviewpointsfbrfUtureresearchon

CSCL(ComputerSupportedConaborativeLeaming)thatisofconceminthefieldofCognitiveScienceand

EducationalTechnology紅ediscussed.IntheCSCLenviro㎜ent,le㎜ersusingcomputercancommmic飢eeach

other,.buildknowledgemutuallyandshareit.Therehavebeenmanypr孟orresearchesofCSCLmainlyinnorth

America.Therearetwof㏄usesf6rCSCLresearchinth号fUture.First,how賦)connectCSCLwithleamingcontents

suchasTVorweb.S㏄ondly,todevelopaCSCLthatcansupportleamers'directcommunicationinaface-t6-face
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